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はじめに

貴社では既に採用にあたり、ハローワーク、求職
サイト、求人情報誌への情報掲載、また、採用パ
ンフレットやプレゼン資料、自社ホームページで
の求人ページの作成をされていると思います。

採用課題の解決には、さまざまな切り口がありま
すが、自社の魅力をいかに多様なメディアに発信
していくかも重要なテーマです。

本資料は、「自社の魅力の抽出を、既存のツール
やフレームワークを活用して自分たちの手で行う
方法」を説明しております。
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魅力発見シートとは

魅力発見シートとは、左のようなシートのことを
いいます。

（特に決まった書式があるわけではありません）

作成の目的は2つあります

✓ 求職者に対し「我が社はこんな会社です！」
をわかりやすく伝えること

✓ このシートを作成する過程で、採用関係者が
「我が社の良いところ」に気づくこと

の２つです
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魅力発見シートには何が書かれているか

会社名と顧客に提供（提案）
している価値をワンフレーズ
で記入します

具体的な商品やサービスにつ
いて説明します

会社が今の姿になるまで、苦難を
乗り越え一段成長したきっかけが
あったと思います。大きな出来事
を整理してみます

会社の基本的な情報を記載します

求職者への経営トップのメッ
セージを記載します

自社の「他社が真似しにくい
目に見えない経営資産」を言
語化し、わかりやすく表現し
ます。
次ページ以降で、この部分の
整理と言語化の手順について
ご説明します。
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知的資産（目に見えない良いところ）の整理の仕方

魅力発見シートに記入する知的資産（目に見えない良いところ）を整理し、言語化するために、
経済産業省が推奨しているローカルベンチマークツールを活用することをお勧めします。
時間のかかる作業ですが、数人で一緒に考えた方が納得感のある内容を導くことができます。
以下 ローカルベンチマークについて簡単ご説明します

➢ ローカルベンチマークは、企業の
る「健康診断」を行うツールです。

➢ 企業の経営者や金融機関・支援機
関等が、企業の状態を把握し、双
方が同じ目線で対話を行うための
基本的な枠組みとして活用されい
ます。

➢ 経済産業省が２０１６年から提供
を始め改良が加えられ現在も広く
活用されています。

ロカベン
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ローカルベンチマークの内容

商号

売上高

営業利益

従業員数

＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化ポイント＞

業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤

■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■製品・商品・サービスの内容

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■どのような価値を提供しているか

＜商流把握＞

■社名・取引金額・内容等 ■属性（消費者・企業等）

※社名・取引金額・内容等

■社名・取引金額・内容等 ■属性（消費者・企業等）

※社名・取引金額・内容等

■選定理由

■選ばれている理由

■選定理由

■選ばれている理由

仕入先

当社

エンドユーザー

協力先 得意先

株式会社○○

5,130,250(千円)

15,000(千円)

30(人)

提供内容／顧客提供価値

入力フォーム【商流・業務フロー】と【４つの視点】を
じっくりと考えながら記入することで人的資産・組織資
産・関係資産を明らかにすることができます。

商号

売上高

営業利益

従業員数

経営理念・ビジョン 市場動向・規模・シェアの把握

経営哲学・考え・方針等 競合他社との比較

顧客リピート率・新規開拓率

主な取引先企業の推移

顧客からのフィードバックの有無

経営意欲 従業員定着率

※成長志向・現状維持など 勤続年数・平均給与

後継者の有無 取引金融機関数・推移

後継者の育成状況 メインバンクとの関係

承継のタイミング・関係

企業及び事業沿革 組織体制

※ターニングポイントの把握 品質管理・情報管理体制

強み 事業計画・経営計画の有無

技術力・販売力等 従業員との共有状況

社内会議の実施状況

弱み 研究開発・商品開発の体制

技術力・販売力等 知的財産権の保有・活用状況

ITに関する投資、活用の状況 人材育成の取り組み状況

1時間当たり付加価値（生産性） 人材育成の仕組み

向上に向けた取り組み

　　　　　現状と目標のギャップ

課

題

対

応

策

株式会社○○

5,130,250(千円)

15,000(千円)

30(人)

①

経

営

者

③

企

業

を

取

り

巻

く

環

境

・

関

係

者

②

事

業

④

内

部

管

理

体

制

現

状

認

識

将

来

目

標

対話内容の総括
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魅力発見シートへの転記できる知的資産
売上高

営業利益

従業員数

経営理念・ビジョン 市場動向・規模・シェアの把握

経営哲学・考え・方針等 競合他社との比較

顧客リピート率・新規開拓率

主な取引先企業の推移

顧客からのフィードバックの有無

経営意欲 従業員定着率

※成長志向・現状維持など 勤続年数・平均給与

後継者の有無 取引金融機関数・推移

後継者の育成状況 メインバンクとの関係

承継のタイミング・関係

企業及び事業沿革 組織体制

※ターニングポイントの把握 品質管理・情報管理体制

強み 事業計画・経営計画の有無

技術力・販売力等 従業員との共有状況

社内会議の実施状況

弱み 研究開発・商品開発の体制

技術力・販売力等 知的財産権の保有・活用状況

ITに関する投資、活用の状況 人材育成の取り組み状況

1時間当たり付加価値（生産性） 人材育成の仕組み

向上に向けた取り組み

　　　　　現状と目標のギャップ

課

題

対

応

策

5,130,250(千円)

15,000(千円)

30(人)

①

経

営

者

③

企

業

を

取

り

巻

く

環

境

・

関

係

者

②

事

業

④

内

部

管

理

体

制

現

状

認

識

将

来

目

標

対話内容の総括

社長メッ
セージ

沿革・成長

人的資産

関係資産

組織資産

【知的資産の分類】
人的資産
従業員が退職時に持ち出す資産
例)イノベーション能力、ノウハウ、経験、柔軟性、学習力、想像力、モチベーション等
組織資産
従業員が退職時に企業内に残留する資産
例)組織の柔軟性、文化、システム、手続き、マニュアル、データベース等
関係資産
企業の対外的関係に付随したすべての資産
例)供給会社との関係、顧客ロイヤリティ、顧客満足度、イメージ、金融機関との交渉力

関係
資産 関係

資産

顧客
提案
価値

顧客
提案
価値

顧客
提案
価値

他社より優れていると思うこと
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ローカルベンチマークシート活用の付加効果

■基本情報

■財務指標(最新期）

18

■財務指標（過去2期）

10 12

0.4(ヶ月)

21.5%

-0.1(倍) 5

20.8(ヶ月)

2.7%

0.3%

7.8%

35.4%

24.2%

3

-1.2%

D

1.1(ヶ月)

2 2.7%②営業利益率

③労働生産性

④EBITDA有利子負債倍率

⑤営業運転資本回転期間

⑥自己資本比率

総合評価点 総合評価点

2

3

※総合評価点のランクはA：24点以上、B：18点以上24点未満、C：12点以上18点未満、D：12点未満

1

1

2

2.8(ヶ月)

2.1%

④EBITDA有利子負債倍率

⑤営業運転資本回転期間

⑥自己資本比率

指標

①売上増加率

2

-393(千円)

61.2(倍)

0(千円) 2

0.4(ヶ月)

2 648(千円)

貴社点数算出結果

20.0%

貴社点数

2

業種基準値

4.1%

B総合評価点

6.4(倍)

貴社点数

3

2

業種基準値

4.1%

2.7%

500(千円) 3 648(千円)

5,130,250(千円)

2017年3月

算出結果

0.4(ヶ月)

21.5%

6.4(倍) 6.4(倍)1-

C

※１各項目の評点および総合評価点は各項目の業種

基準値からの乖離を示すものであり、点数の高低が必ず

しも企業の評価を示すものではありません。非財務指標

も含め、総合的な判断が必要なことにご留意ください。

※２レーダーチャートで3期分の財務分析結果の推移

が確認できるため、各指標が良化（あるいは悪化）し

た要因を非財務の対話シートを活用しながら把握するこ

とで、経営状況や課題の把握に繋がります。

21.5%

648(千円)

4.1%

2016年3月

算出結果

-2.4%

-0.3%

業種基準値

2015年3月

従業員数

指標

①売上増加率

②営業利益率

③労働生産性

株式会社○○

東京都○○

○○　○○

13_観光業

中規模事業者

15,000(千円)

30(人)

商号

所在地

代表者名

業種_大分類

事業規模

売上高

営業利益

業種_小分類 1301_観光業

0

1

2

3

4

5

②営業利益率

③労働生産性

④EBITDA有利子負債倍率

⑤営業運転資本

回転期間

収益性安全性

⑥自己資本比率

効率性 生産性

健全性

売上持続性

①売上増加率

財 務 分 析 結 果

採用を目的とし「自社の魅力」の言語化に取り組
み魅力発見シートを作成しました。

その作成過程でローカルベンチマークシート入力
フォームに従い、徐々に項目が埋まっていく中で、
取り組むべき経営課題が明確になってきたかもし
れません。

では、今考えている採用は、その経営課題の解決
に少しでもつながるでしょうか？

また、求める人物像を思い違いをしていなかった
でしょうか？

このように、定期的に自社のビジネスを見直し、
経営層で再点検するプロセスは大変重要といえま
す。

もやもやした時は、中小企業人材支援センターの
相談員とお話をしてください。
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ハローワーク求人票記入への応用

顧客に提案している価値を
端的に表現し、具体的な商

品・サービスをどのよう
に顧客に届けているか
をアピール

社歴や会社沿革につながる

担当する仕事内容を具体的
に説明する。どのような経
営資源を活用し、顧客にど
のような価値を提案できる
のかを記述する。

どのような人に応募してほ
しいか。研修制度でキャリ
ア形成できることのアピー
ルと福利厚生や生産性向上
などの職場環境改善に取り
組んでいることのアピール

賞与は、利益が出ている
ことの証明となる。
しっかりアピール

残業時間や年間休日につ
いても、求職者の重要な
関心ごと。
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